
  
                

平成３０年３月 

宇都宮市 



① 埼⽟県 138,648⼈

② 福島県 75,100⼈

③ 群⾺県 48,908⼈

④ 茨城県 40,891⼈

⑤ 東京都 918⼈

⑥ 千葉県 592⼈

⑦ 宮城県 113⼈

① 埼⽟県 112,674⼈

② 福島県 70,801⼈

③ 茨城県 61,673⼈

④ 群⾺県 58,828⼈

⑤ 東京都 1,498⼈

⑥ 宮城県 301⼈

⑦ 千葉県 233⼈

⑧ ⼭形県 166⼈

⑨ 岩⼿県 128⼈

⑩ 北海道 124⼈

(千人)
宿泊者数

57.7 60.5

83.6

44.8

42.9

49.7
54.2

42.1 44.6

36.0
41.4 42.7

59.4 59.4 59.0
55.9

41.2

53.2

62.9
56.3 54.0

37.0

51.4
54.4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2016 2015

  
第２章 観光を取り巻く社会環境の動向 

第１章 計画の策定にあたって 

１ 趣旨 

国や県による観光立国・観光立県を掲げた積極的な観光施策の推進，人々の観光に対するニーズの多様化や旅行形態の変化，さらには 2020 年（平成 32 年）の「東京オリンピック・パラリンピック」の開催，2022 年（平成 34 年）
の「いちご一会 とちぎ国体」の開催など，著しい環境の変化等を的確に捉え，本市のさらなる観光振興を図るために策定するもの 

２ 計画の位置付け 

「第 6次宇都宮市総合計画基本計画」の分野別計画である「魅力創造・交流の未来都市」の基本施策「個性豊かな観光と交流を創出する」を実現するため，官民一体となって総合
的・戦略的に本市観光の振興を推進するための計画 
１ 時代潮流と観光の動向 

観光のトレンドは，物見遊山的な観光から体験価値を見出すものに
シフトしている。 
（１）国内旅行者数 

2014 年（平成 26 年）には 1 億 6,000 万人であるが，人口減少に伴
い 2040 年には 1億 3,500 万人へと減少することが見込まれる。 

（２）訪日外国人旅行者数 
2012 年（平成 24 年）の 836 万人から 2017 年（平成 29 年）には 2,869
万人へと約 3.5 倍にまで増加している。 

（３）訪日外国人の割合 
東アジア（韓国・中国・台湾・香港）が大きなウエイトを占めてお
り，その後に ASEAN や欧米豪といった割合となっている。 
 

第２次宇都宮市観光振興プラン 概要版 

２ 国の動向 

「明日の日本を支える観光ビジョン」を 2016 年（平成 28 年）3月
に策定し，「観光先進国」の実現に取り組んでいる。 
・ 訪日外国人旅行者数を 2020 年（平成 32 年）には 4,000 万人へ 
・ 地方部での外国人延べ宿泊者数を 7,000 万人泊へ 

３ 計画期間 

2018 年度（平成 30 年度）から 2022 年度 
（平成 34 年度）までの 5年間 

訪日外国人旅行者数 

第３章 本市観光の現状と課題 

１ 観光資源の特色 

（１）宇都宮市民の食文化に深く根付いてきた「餃子のまち」 
（２）著名なジャズプレイヤーを多数輩出している「ジャズ

のまち」 
（３）カクテル技能競技の全国大会で数多くの優勝者を輩出
してきた「カクテルのまち」 

（４）本市の代表的な産業でもあり特徴的な素材を持つ「大
谷石のまち」 

（５）アジア最高位の大会である「ジャパンカップサイクル
ロードレース」が開催される「自転車のまち」  
その他にも，「歴史・文化」，「スポーツ」，「農産物」，など

多様な観光資源を有している。 

２ 現状 

(１） 観光動態調査2016年(H28) 
（近隣 9 都県を対象） 

 

○観光入込客数 1,483 万人 
 
○宿泊者数 156 万人 
（内外国人 8.3 万人） 
1 位 米国（24％） 
2 位 中国（23％） 
3 位 台湾（10％）  

（２）ビッグデータによる分析 
ア リーサス（経済産業省） 

○外国人旅行者が本市へ来訪する直前の地域は，埼玉県，福島県，群馬県の順である。 
○本市への来訪直後は，埼玉県，福島県，茨城県となっている。また，岩手県や山形県などの東北

地方へ向かう外国人旅行者が多い。 
イ 観光予報プラットフォーム（日本観光振興協会） 

○宿泊者の男女比は男性が 7割と多く，年齢層では中年層が 6割，若年層が 3割となっている。 
○参加形態は一人が 6割と多く，次いで夫婦・カップルが 2割である。 
○本市への来訪者は，ビジネスマンや若年層の女性グループの割合が高い。 
○宿泊者のうち購入単価が 1万円未満は 7割と多い。 
○関東圏からの宿泊者の割合は高いが，福島県，宮城県を除く東北地方からの宿泊者数は少ない。 
○月別宿泊者数は 1月と 8月が落ち込む時期である。 

○滞在時間 
➡半日過ごして県内の他観
光地へ 
 日帰り 4.3 時間 
○日帰りレジャー等の 

平均消費金額 
➡4,491 円で少額となって
いる 
○来訪目的 
餃子を食べた  62.4% 
ショッピング  38.4% 
飲食をした   26.4% 
まちなか散策した 24.4% 

（３）「宇都宮市観光振興プラン」 
ア 基本方向ごとの評価 

○官民協働により，おもてなしある受入体制の充
実に取り組んだ。 

○集客力の高いスポーツイベントの開催や，グリ
ーンツーリズムなどに取り組んだ。 

○SNS の活用等，時代の変化に応じた情報発信が
不足している。 

○MICE の誘致活動が弱い。 
○産業・農業・観光を組み合わせるなどした体験

型観光が不足している。 
○広域連携による周遊コースの開発などが不足

している。 
イ まとめ 

現行プランで掲げた施策については，着実に推進
が図られており，その結果，プランに掲げた目標指
標である「来てよかった・また訪れたい」と感じる
来訪者の割合と「宿泊者数」の 2つは既に目標値を
達成し，残りの目標指標である「観光入込客数」に
ついても概ね達成している。 

 
（目標指標） 
◆観光入込客数 

2010 年（H22）1,353 万人 
➡2017 年（H29 年） 1,500 万人 
（2016 年（H28 年） 1,483 万人） 

◆宿泊者数 
  2010 年（H22）107 万人 

➡2017 年（H29 年）150 万人 
（2016 年（H28 年）156 万人） 

◆「来てよかった」「また訪れたい」と感じている来訪者の割合 
  2010 年（H22 年） 44.6％ 

➡2017 年（H29 年）50％（2016 年（H28 年）88.4％） 

○本市のイメージ 
➡餃子が突出 
 餃子    93.2％ 

大谷石   33.4％ 
ジャズ   13.0％ 

 カクテル  12.9％ 
 自転車   11.3％ 
 
○情報源 
➡SNS 等のインターネッ
トがトップ 

３ 県の動向 

 2016 年（平成 28 年）3月に「とちぎ観光立県戦略」を策定し，2022
年（平成 34 年）の「いちご一会 とちぎ国体」など，観光において
黄金の時代を迎えようとしている。 
「とちぎ観光立県戦略」より抜粋  
ア 国内誘客の推進 
 ➡ テーマやストーリーの設定等による周遊観光の促進 
イ 海外誘客の強化 
 ➡ 認知度向上や周遊観光の促進に向けた広域連携の強化 
ウ 観光客の受入体制の整備 
 ➡ 誰もが安心して快適に観光できる旅行環境の整備 
エ 地域主体の観光地づくりの促進 
 ➡ 観光振興の担い手となる観光人材の育成・確保 

性別

大人（男性）

71%

大人（女性）

28%

小人

1%

年齢層
未成年

0%

若年層

26%

中年層

62%

老年層

11%

不明

1%

参加形態
家族 1%

夫婦、カップル

30%

女性グループ

5%

男性グループ

7%
男女グループ

3%

一人

54%
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第４章 目指すべき観光都市像，基本戦略 

 

  
観光都市像 きらめく資源と心のこもったおもてなしで記憶に残る感動を～観光交流未来都市・うつのみや～ 

本市の観光資源である餃子，ジャズ，カクテル，大谷，自転車，農産物など，豊富な資源を活用した宇都宮でしか味わえない魅力や体験や，心のこもった
おもてなしを提供することで，来訪者に感動を与え，再訪してもらうなど，観光による経済の活性化を図りながら，将来に渡って魅力と交流を創出する都市
の実現を目指します。 

基本戦略Ⅰ  
宇都宮らしさを追求した 
観光資源の磨き上げの強化 

基本戦略Ⅱ 
戦略的な情報発信とプロモーションの推進 

基本戦略Ⅲ 
県内観光のハブ機能の強化及び 
周辺都市等との広域連携の推進 

基本戦略Ⅳ 
官民一体となったおもてなしの充実 

１ 市民・事業者のおもてなし意識の向上     
ア 市民のおもてなし意識の理解促進（広報紙やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を活用したおもてなし意識の醸成等） 
イ 観光事業者への講習会等の開催（観光事業者等へのおもてなしセミナーの開催等） 

２ 国内外からの観光客受入体制の整備      
ア 案内表示等の受入環境の向上（まちなかや観光地での案内・誘導表示等の整備等） 
イ 公衆無線 LAN の設置拡大（民間施設への公衆無線 LAN 導入促進等） 
ウ ウェブやパンフレット等の多言語化の推進（観光施設等での多言語案内表示の整備推進等） 
エ 二次交通の充実（観光地へのレンタサイクル施設導入の検討等） 
オ 観光案内所の機能強化（うつのみやシティガイド協会と連携した観光案内機能の充実等） 

３ 人材の育成                 
ア 次世代を担う観光人材の育成（小・中学生を対象とした出前講座の実施等） 
イ ボランティアガイドの育成・支援（観光ボランティアガイドの育成・確保等） 

１ 国内プロモーションの強化          
ア 国内へのプロモーション（大手旅行会社などへの観光キャラバンの実施等） 
イ メディア等の活用促進（宇都宮観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会などが実施するﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝへの支援強化等） 

２ インバウンドの推進             
ア 国外へのプロモーション（民間事業者との連携による継続的な海外プロモーションの実施等） 
イ 外国人に訴求する観光資源の発掘（外国人の視点による観光資源発掘調査の実施等） 

３ 効果的な観光情報の発信           
ア SNS 等を活用した情報発信（インスタグラムフォトコンテストの実施など広域連携による情報発信等） 
イ 道の駅等での情報発信（県のｱﾝﾃﾅｼｮｯﾌﾟ「とちまるｼｮｯﾌﾟ」での観光イベントの開催や特産品の販売等） 
ウ ビッグデータ等を活用したマーケティングの実施（「RESAS」や「観光予報プラットフォーム」 

などのビッグデータ活用による観光客行動分析及びマーケティングの実施） 

４ MICE 等の推進                
ア MICE 等の誘致強化（MICE セールス活動の強化等） 

イ アフターコンベンションの充実（ホテル旅館協同組合をはじめ，カクテル倶楽部やジャズ協会など 

と連携した夜の宇都宮を楽しむコンテンツの創出 

１ 県内観光のハブ機能の強化          
ア 県内市町等との連携によるハブ機能の強化（本市を起点とした周遊ルートの創出等） 
イ LRT 開業を見据えた広域観光の推進（LRT を活用した関係市町との連携強化等） 

２ 広域連携の強化               
 ア 近隣都市との連携（首都圏を中心としたプロモーションの実施等） 
 イ 新幹線沿線都市等との連携（ストーリー性ある東日本広域周遊ルートの創出等） 

１ 宇都宮ブランドの確立            
ア 餃子の更なるブランド力の向上（餃子をテーマとした魅力ある観光スポットの創出等） 
イ ジャズ，カクテル，歴史・文化などの観光資源の更なる磨き上げと発掘 

（各種関係団体等と連携した新たな観光資源の発掘等） 

ウ 観光資源のブランド化（ホームページやフェイスブックなどを活用した認知度の向上等） 
２ 大谷地域の再創生              
ア 観光空間の磨き上げ（観光・周遊に資する公共空間の形成等） 
イ 魅力あるアクティビティの創造（魅力あるアクテビティのフルコース化等） 
ウ 大谷石文化の活用を通した観光振興（日本遺産を通じた大谷石文化の発信・継承等） 

３ 観光交流拠点の魅力向上           
ア 「道の駅うつのみや ろまんちっく村」の機能向上（指定管理者と連携した宿泊機能の強化等） 
イ 「梵天の湯」の活用促進（地域の伝統文化行事など情報発信機能の強化等） 

４ 個性あるツーリズムの推進          
ア スポーツツーリズムの推進（プロスポーツ観戦者への観光情報の発信等） 
イ グリーンツーリズムの推進（観光農園などの情報の集約と PR の強化等） 
ウ 新たなツーリズムの創出（工場見学，ロケ地巡り，酒蔵巡りなどの新たな体験型ツーリズムの創出等） 

宇都宮らしさをもつ観光資源を，ストーリー
性やテーマ性のあるコンテンツに磨き上げるこ
とで，他市では味わえない宇都宮特有の観光を
体験・体感できる機会を創出していきます。特
に，観光拠点である大谷地域については，歴史・
文化を継承しながら新たな魅力を創出すること
で，世界に誇れる観光地域づくりを目指してい
きます。 

ウェブや SNS などの活用強化のほか，旅行会
社やメディアなどと連携した効果的な観光情報
の発信に取り組むとともに，インバウンド等を
推進するため，観光動態調査やビッグデータな
どによる分析を踏まえた観光ＰＲを行うなど，
戦略的なプロモーションを展開していきます。 

東北新幹線をはじめ JR 線や東武線の駅を有
する栃木県の玄関口であり，JR 宇都宮駅や東武
宇都宮駅を起点に県内の各市町を結ぶバスが多
数発着するなど交通の要衝となる立地を活か
し，県内観光のハブとしての機能を強化すると
ともに，県外都市との連携を図りながら新たな
観光ルートの創出を行うなど，広域連携を推進
していきます。 

観光に携わる人材のおもてなし意識の向上を
図るとともに，市民一人ひとりが本市の自慢や
魅力を発信できるよう，官民一体となった宇都
宮ならではのおもてなしを推進していきます。
また，案内看板や多言語パンフレットの充実な
ど，国内外からの観光客への受入体制を整備す
ることで，誰もが快適かつ安全・安心に観光で
きる環境を創出していきます。 

実現のための戦略 
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３ 課題 

（１）観光資源の確立               
・本市に存在する豊かな観光資源については，テーマ

性やストーリー性を持った本市独自の磨き上げや
新たな魅力の創出を行い，滞在時間の延長や消費の
拡大を目指すとともに，ターゲット層を明確化して
PR を行う必要がある。 

・大谷地域を中心とした北西部においては，大谷石を
テーマにした日本遺産の認定や認定後の受入体制
の整備など，地域資源をフルに活用した観光拠点の
形成について検討していく必要がある。  

（２）ニューツーリズムの推進           
・観光客のニーズの多様化に対応するため，そこでし

か味わえない特別な体験活動を備えたメニューを
発掘・開発していく必要がある。  

（３）観光情報発信の強化             
・来訪者の情報収集行動を分析することと併せて，SNS 
の活用や，ターゲットを意識した効果的な情報発信 
を行っていくなど，情報発信手法を検討していく必 
要がある。また，文化財や魅力ある資源の活用，組 
み合わせなどによるプロモーションを展開していく 
必要がある。  
（４）インバウンドの強化             
・訪日外国人の更なる取り込みのため，新たな誘客  
ルートを検討するとともに，積極的な海外プロモー
ションに取り組む必要がある。  

（５）MICE の誘致               
・地域への経済効果が多大な MICE については，これ
まで以上に県内外への戦略的かつ積極的な誘致活
動を行う必要がある。  

（６）広域連携の推進               
・県内観光のハブとしての機能を確立し，日光などの

主要な県内観光地への来訪者に対し宇都宮市への
来訪を促すとともに，県内外を含めた広域連携によ
る周遊ルートを開発するなど，誘客促進に取り組む
必要がある。  

（７）国内外からの観光客の受入体制の強化     
・旅行者がストレスなく快適かつ安全・安心に観光を

満喫できる環境を整備するため，インフラ整備や二
次交通の充実，事業者や市民によるおもてなしの向
上など，観光客受入体制の強化に取り組む必要があ
る。 

・訪日外国人に対応するため，公衆無線 LAN の整備，
案内表示及びメニューの多言語化，公共交通の充実
など，外国人受入体制の整備を進める必要がある。  

（８）人材の育成                 
・観光ボランティアの育成などにより，市民と事業者

が一体となって観光推進の担い手を育成するとと
もに，おもてなしの向上を図る必要がある。 

・観光に携わる人材を育成するため，宇都宮観光コン
ベンション協会の更なる機能向上を図り，多様な事
業主体との連携を強化することで，地域一体となっ
た人づくりを推進する必要がある。 

※（ ）は，主な取組内容の例 



 
３ リーディングプロジェクト 

 

全国的な知名度を誇る本市の観光における最大の食資源「餃子」や，特異な景観を有する観光拠点である「大谷」，国際大会の開催など知名度やブランド力
の向上に資する「スポーツ」といった，宇都宮のセールスポイントを最大限に活用し，施策・事業を横断的に結び付けた「リーディングプロジェクト」を設定
することで，「観光交流未来都市」実現の加速化を図ります。 

また，これら 3つのプロジェクトの推進においては，観光全体を下支えする「おもてなし」の視点を総合的に取り入れながら，推進していきます。 

① 「餃子の魅力」フル活用プロジェクト 

（事業概要） 
本市の観光における最大の食資源である餃子については，認知度が 9

割を超え，全国にも深く浸透していることから，「餃子と他の観光資源
を組み合わせた企画商品の開発」，「餃子をイメージした空間演出による
新たな観光スポットの創出」，「餃子の映画や人気スポットを活用した餃
子ツーリズムの促進」などに取り組み，餃子を積極的に活用しながら「餃
子のまち」のさらなる確立を図ります。 
【実現するための関連事業】 
・餃子のさらなるブランド力の向上 
・新たなツーリズムの創出 
・メディア等の活用促進 
・国内外での誘客プロモーション 
・新幹線沿線都市等との連携 
・観光事業者への講習会等の開催 
・市民のおもてなし意識の理解促進 
・案内表示等の受入環境の向上 

（事業概要） 
観光拠点である大谷については，近年，観光客が増加しており，再活

性化へ向けた取組を加速するため，『今，ふたたび色づく大谷を，より
色鮮やかに』をテーマに，「観る・食べる・遊ぶ・泊まるといった観光
機能の創出」，「観光施設の誘導促進に向けた開発許可基準の弾力化」や，
「歴史や魅力を伝える専門性の高いガイドの育成・活用」などに取り組
み，世界に誇れる観光地域『大谷』への飛躍を図ります。 
【関連事業】 
・観光空間の磨き上げ 
・魅力あるアクティビティの創造 
・大谷石文化の活用を通した観光振興 
・メディア等の活用促進 
・国内外での誘客プロモーション 
・県内市町との連携によるハブ機能の強化 
・市民のおもてなし意識の理解促進 
・ボランティアガイドの育成・支援 

③ 「スポーツの魅力」フル活用プロジェクト 

（事業概要） 
アジア最高位の自転車ワンデイロードレースである「ジャパンカップ

サイクルロードレース」など世界レベルの大会が開催されるほか，本市
をホームタウンとするプロスポーツチームが存在するなどの優位性を
活かし，「国際大会の更なる魅力向上」や「現在開催しているスポーツ
イベントのツーリズムへの磨き上げ」，「各種スポーツにおける観戦環境
の向上」などに取り組み，多くの人々がスポーツと触れ合う機会を創出
することで，さらなる交流人口の拡大を図ります。 
【関連事業】 
・スポーツツーリズムの推進 
・メディア等の活用促進 
・MICE 等の誘致強化 
・近隣都市との連携 
・市民のおもてなし意識の理解促進 

② 「大谷の魅力」フル活用プロジェクト 

第５章 成果指標と推進体制 

１ 成果指標 

（１）観光入込客数 

2016 年（H28 年）  1,483 万人 
➡2022 年（H34 年）1,550 万人 

（２）宿泊者数 
2016 年（H28 年）   156 万人 

➡2022 年（H34 年） 163 万人 
（外国人宿泊者数 8.3 万人 ➡ 11 万人） 

（３）来訪満足度 
2016 年（H28 年） 79.8％ 

➡2022 年（H34 年） 85.0％ 
（４）観光消費額 
  2016 年（H28 年）   872 億円 

➡2022 年（H34 年） 915 億円 

２ 推進体制 

（１）各主体の役割 

ア 市民の役割 
宇都宮の魅力を伝えるなどの情報発信に努めま
す。 

イ 地域の役割 
地域の美観維持や観光客を温かく迎え入れる環
境を整えていきます。 

ウ 観光関係団体の役割 
様々な活動を通して，積極的な情報発信に努めま
す。 

エ 観光事業者の役割 
一人ひとりが観光コンシェルジュとして本市の
観光資源を積極的に情報提供するなど，おもてな
しの心あふれる接客サービスに努めます。 

オ 行政の役割 
国，県，周辺市町や庁内各部局の動向を把握する
とともに連携・調整を図り，各主体が自主的に行
う活動への支援を行います。 

カ 宇都宮観光コンベンション協会の役割 
魅力発信，集客促進のための事業を積極的に展開
し，観光に関わる様々な主体と連携を図るととも
に，効果的・効率的な観光振興のかじ取り役とし
て，本市観光振興のけん引に努めます。 

【宇都宮観光コンベンション協会の在り方】 

時代潮流に俊敏に対応できる機動力の高い組織
へ変革できるよう，関係団体とともに，組織の在り
方について検討していきます。 
 

（２）推進体制 

総合計画実施計画や毎年度の予算編成において
調整を図るとともに，観光関係団体との連携や他都
市の取組状況を踏まえながら，施策・事業に着実に
取り組んでいきます。 
 また，宇都宮観光コンベンション協会や宇都宮商
工会議所，観光・宿泊施設，飲食店，交通事業者な
どの民間事業者などで構成される「（仮称）宇都宮
市観光推進委員会」を設置し，各種事業を推進して
いきます。 


